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アカマツ (PinusdensiPoraSIEB.et.ZUcc.)材のチップを原料とし,温 度 180oC,蒸 気















ii)水溶性防炎剤 :比較のため従来木材の防炎剤として用いられている潮酸 ･棚砂 (1:1),



















































難燃性蘭の比較のため従来 より木材に使用されている水溶性防炎剤,棚 酸 ･棚 砂 (1:1)




3. 試 験 方 法
a)燃焼試験
試験は Fig.1に示すように内径 1.1cm のブソゼソバーナー上 5.0cm の場所に試験片を垂
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Fig. 8. Effect of 70% chlorinated
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Fig.10.Efectofchlorinatedpar-
a侃n on their flame-retardant
efnciencywithantimony-oxide.
また塩化 ビニル-塩化 どこリデソ樹脂 および 塩化 ビ
ニリデン樹脂を含浸させたものは特徴ある燃焼性を 示
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f)吸湿 ･吸水性と曲げ強度
i)吸湿率と厚さ膨脹率について
難燃化処理した試料の一部を関係湿度97%,温度 400士loC のデシケータ中におき, その吸

























































































(2)70%-chlorinated para侃n : 6.0%
(withlO% Sb203).
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